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まえがき
よく知られているように複素WKB法は量子力学の創成期 1930年頃に

Wentze1, Krammer, Bnlliounらにより 2階常微分方程式の近似解として用いられ、
以来公式が簡単であること、及び波動現象を記述するのに便利であることなどか
ら物理学のほとんどの分野へ応用されるに到った。また場の理論や量子宇宙論等
では超数学的、WKB法的な考察により重要な物理的推論を得ている。他方数学
的理論も徐徐にではあるが進歩しており、最近では VorosらによるW K B法の exact
analySISが現れ新しい局面をもたらす可能性が期待されている。

このような時期に複素WKB法を軸に応用する立場からのいくつかの重要な
分野の物理学者と、数学的理論に興味をもつ研究者とが一堂に会し情報の交換を
行うことができたのは今後の研究にとって有音義なことであると思う。
最後にこの研究集会が開催できたのは特に 岡本和夫教授 (東大)、藤原大

輔教授 (東工大)、加藤順二教授 (東北大)、および河合隆裕教授 (京大)に負
うものであることを記して深く感謝申し上げるとともに、参加された諸氏には実
り多き研究集会であったことをお祈り申し上げたい。
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